
建設資材の遠隔地からの調達変更に伴う変更手続きについて 

○ 急激な需要増により、地域によっては通常地域から調達している砕石等の資材の供給不足が生じる恐れが

あり、不足分を他地域から調達した場合は、他地域から工事現場への輸送費がかかるため、積算額と実際
にかかる費用に乖離が生じる。 

○ 工事現場が所在する地区において建設資材の需給ひっ迫等が生じ、他地域からの調達に変更せざるを得
ない場合には、工事の設計変更を行うものとする。 

発注官庁 

地域外からの調達に係
る費用の増（輸送費等）
は、受注者が負担するし
かないことから、域外か
らの調達が進まない。 

他地域 
 
 

需要ひっ迫に
より域内調達
が困難に 

現 状 対 策 

工事実施地区 

工事受注者 

工事実施地区の資材単価で積算・契約 
発注官庁 

地域外からの調達に係る
費用の増が、設計変更の
対象となることから、必要な
場合には受発注者間で協
議し、域外調達が進む。 

他地域 
 
 

需要ひっ迫に
より域内調達
が困難に 

工事実施地区 

工事受注者 

工事実施地区からの調達を前提条件にしつつ、 
地域内からの円滑な調達が困難になった資材は
、資材調達費用について設計変更対応とするこ
とを条件に契約。 

○ 
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